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国
保
の
会
計
は
、
町
の
一
般
会
計

と
は
別
に
独
立
し
た
特
別
会
計
で
運

営
し
て
い
て
、
国
保
加
入
者
の
医
療

費
や
人
間
ド
ッ
ク
検
診
な
ど
の
保
健

事
業
費
等
を
国
保
税
や
国
か
ら
の
負

担
金
（
国
庫
負
担
金
）
な
ど
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
国
保
税
の
額
は
、
医
療
費
な
ど
そ
 

                      の
年
に
予
測
さ
れ
る
総
支
出
経
費
か

ら
国
庫
負
担
金
な
ど
の
収
入
を
差
し

引
い
た
必
要
額
を
次
の
四
つ
の
方
式

に
よ
り
算
定
し
、
そ
の
合
計
を
一
年

間
の
国
保
税
に
し
て
い
ま
す
。
 

◆
所
得
割
 
世
帯
の
前
年
の
所
得
に
 

 
 
 
 
 
応
じ
て
計
算
 

◆
資
産
割
 
そ
の
年
の
世
帯
の
固
定
資
 

 
 
 
 
 
産
税
額
に
応
じ
て
計
算
 

◆
均
等
割
 
一
人
あ
た
り
の
負
担
額
 

◆
平
等
割
 
一
世
帯
あ
た
り
の
負
担
額
 

  

夫婦と子ども２人の４人家族（世帯主45歳、妻43歳、子17歳、15歳）で 
平成13年中の世帯主の所得が　2,000,000円 
平成14年度の固定資産税額が　 50,000円　の場合 
　　　　　　　　　　　　基礎控除　　　　　平成14年度　平成13年度　　　比　　較 
　所得割　（2,000,000円－330,000円）×4.87％＝ 81,329円　　 85,337円 
　資産割　50,000円×30.22％　　　　　　　　＝ 15,110円　　 18,990円 
　均等割　16,400円×4人　　　　　　　　　　＝ 65,600円　　 69,600円 
　平等割　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ 22,200円　　 24,700円 
　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　＝184,200円　　198,600円　14,400円の減 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨） 

国
保
税
の
算
定
方
法
 

今
年
度
も
国
保
税
を
減
税
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所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

 

5.11％ 

37.98％ 

17,400円 

24,700円 

 

4.87％ 

30.22％ 

16,400円 

22,200円 

 

－0.24％ 

－7.76％ 

－1,000円 

－2,500円 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

西　会　津　町 

Ｆ 

６５，９０５円 

６５，６８２円 

５１，５５３円 

５１，２０３円 

４９，８１９円 

４５，７２３円 

４４，１３０円 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｄ 

西　会　津　町 

Ｆ 

１５０，５４５円 

１３７，９７５円 

１２０，９６６円 

１１８，２８１円 

１１５，２９０円 

１０５，４７３円 

１０１，２３９円 

平成13年度 平成14年度 比　　　較 

歳　入 
〔西会津町の場合〕 〔通常の場合〕 

そ　の　他 

繰　越　金 
基　　　金 

歳　出 

そ　の　他 

歳　入 

そ　の　他 

国庫負担金 国庫負担金 

国保税必要額 国保税必要額 

4,808万円 
軽減 医

　
　
療
　
　
費
　
　
等
 

      
今
年
度
は
、
保
険
給
付
費
支
払
準

備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
三
千
万
円
と

繰
越
金
の
一
千
八
百
八
万
円
を
財
源

に
加
え
て
国
保
税
を
算
定
し
ま
し
た
。
 

 
そ
の
結
果
、
税
率
は
次
表
の
よ
う

に
な
り
、
平
成
十
三
年
度
と
比
較
し
、
 

一
人
あ
た
り
平
均
で
、
四
千
九
百
五

円
、
一
世
帯
あ
た
り
平
均
で
は
、
一

万
百
八
十
八
円
の
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。
 

 
ま
た
、
左
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
基

金
か
ら
の
三
千
万
円
と
、
繰
越
金
一

千
八
百
八
万
円
を
国
保
税
必
要
額
に

充
当
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通
常
、
こ

れ
ら
の
対
応
を
し
な
か
っ
た
場
合
と

比
較
し
、
一
人
あ
た
り
一
万
千
二
百

九
十
八
円
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

 
こ
の
よ
う
に
減
税
を
実
施
で
き
た

こ
と
は
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営

と
、
さ
ら
に
食
生
活
改
善
や
検
診
な

ど
予
防
医
療
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
た
成
果
が
あ
ら
わ
れ
、

医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

      
町
の
国
保
税
の
額
は
、
喜
多
方
広

域
管
内
七
市
町
村
の
中
で
、
一
人
あ

た
り
の
税
額
、
一
世
帯
あ
た
り
の
税

額
と
も
二
番
目
に
低
い
水
準
で
、
管

内
で
一
番
税
額
が
高
い
Ａ
と
比
較
す

る
と
一
人
あ
た
り
で
は
、
二
万
百
八

十
二
円
少
な
く
、
ま
た
、
一
世
帯
あ

た
り
で
は
、
四
万
五
千
七
十
二
円
少

な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
み
な
さ

ん
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

 
町
で
は
、
今
後
も
保
険
給
付
費
支

払
準
備
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ

り
、
平
成
十
六
年
度
ま
で
計
画
的
に

減
税
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
 

 
国
保
税
は
、
医
療
費
の
増
減
な
ど

に
よ
り
必
要
と
な
る
額
が
変
動
す
る

た
め
、
そ
の
年
の
財
政
状
況
等
に
応

じ
て
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

 
つ
ま
り
、
医
療
費
が
か
か
ら
な
け

れ
ば
、
そ
の
分
み
な
さ
ん
の
税
負
担

が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
今
後
も
、
食
生
活
の
改
善
や
検
診

な
ど
一
層
の
予
防
医
療
に
よ
り
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
、
み
ん
な
で
医
療
 

費
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
な
お
、
今
年
度
の
国
保
税
の
納
税

通
知
書
等
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

郵
送
済
み
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限

ま
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
民
税
係
 

 
 
 
　
│
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

 
 
 
　
│
２
２
１
４
 

45 45

一
世
帯
あ
た
り
平
均
 

で
は

10,188
円
減
 

喜
多
方
管
内
で
 

2
番
目
に
低
い
水
準
 

　
　
　
　
　
町
議
会
臨
時
会
が
 

　
　
　
　
七
月
三
十
日
に
招
集
 

　
　
　
　
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
 

　
　
　
　
四
議
案
は
原
案
の
と
 

　
　
　
　
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
 

　
　
　
　
た
。
 

 
　
　
　
　
な
お
、
可
決
さ
れ
 

　
　
　
　
た
議
案
は
次
の
と
お
 

　
　
　
　
り
で
す
。
 

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
 

 
一
部
改
正
 

◆
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
 

　
正
予
算
の
調
製
 

◆
平
成
十
四
年
度
下
水
道
施
設
 

 
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
 

 
調
製
 

◆
平
成
十
四
年
度
水
道
事
業
会
 

 
計
補
正
予
算
の
調
製
 

 

7月臨時議会 
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野沢下小屋で進められる下水道管埋設工事 

（参考例）●水道使用で、21ｍ3を使用した場合 
　　　　　　　2,100円＋（220円×11ｍ3）＝４，５２０円 
　　　　　●４人家族で、井戸水や井戸水と水道の併用の場合 
　　　　　　　5ｍ3×4人＝20ｍ3    2,100円＋（220円×10ｍ3）＝４，３００円 

（消費税を除く） 

基本使用料（使用水量10ｍ3まで）　　　　　　　 2,100円 
超過使用料（使用水量10ｍ3を超える場合） 
１ｍ3につき   　　　　　　　　　　　　　　　　 220円 
１人あたりの汚水量を５ｍ3とし、世帯員数により使用水 
量を算定し、水道使用の場合の算定式により算出した額 

 
水道使用の場合 
 
井戸水や井戸水と 
水道の併用の場合 

区　　分 算　　定 使用料 

  

  

                  　
私
た
ち
が
、
台
所
や
風
呂
場
な
ど

か
ら
生
活
排
水
を
そ
の
ま
ま
流
す
と

汚
れ
た
排
水
が
周
囲
の
側
溝
に
た
ま

り
悪
臭
を
放
っ
た
り
、
ハ
エ
や
蚊
な

ど
が
発
生
し
た
り
し
て
環
境
を
悪
く

し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
排
水
に
よ
り
河
川
を

汚
し
、
魚
が
す
め
な
く
な
っ
た
り
、

川
の
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
り
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

　
下
水
道
の
整
備
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
に
よ
り
悪
臭
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の

発
生
を
防
止
で
き
、
河
川
の
環
境
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

    　
現
在
、
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業

で
整
備
し
た
小
島
、
森
野
、
宝
川
、

白
坂
地
区
の
四
つ
の
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
と
国
土
交
通
省
の
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
で
整
備
し

た
野
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
大
久
保
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
み
な
さ
ん
の
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
た
生
活
排
水
を
処
理
し

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
中
で
は
、
野
沢
中
心
部
の
下

水
道
を
処
理
す
る
野
沢
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
一
番
大
き
い
施
設
で
、
現
在
、

百
十
一
世
帯
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
全
体
で
は
、
二
十
二
自

治
区
の
五
百
八
十
八
世
帯
が
利
用
し

て
い
る
状
況
で
す
。
 

　
町
で
は
、
清
潔
な
家
庭
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
み
な
さ
ん

か
ら
工
事
費
の
負
担
を
い
た
だ
か
な

い
で
、
下
水
道
管
や
処
理
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
下

水
道
に
加
入
し
や
す
い
よ
う
排
水
設

備
工
事
費
利
子
補
給
制
度
や
排
水
設

備
工
事
費
貸
付
金
制
度
（
内
容
次
ペ

ー
ジ
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
生
活
排

水
に
よ
る
側
溝
や
河
川
の
汚
濁
を
防

ぐ
た
め
、
下
水
道
へ
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

    　
下
水
道
に
加
入
し
、
使
用
す
る
と

次
の
表
に
よ
り
下
水
道
使
用
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
使
用
料
は
、
下
水
道
管
の
修

理
や
清
掃
費
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん

の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
生
活
排
水

等
を
き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る
た
め

の
費
用
の
一
部
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
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平成12年度に供用開始した野沢浄化センター 野沢浄化センターでの処理水の水質検査 

２町内下水道施設加入組合長　鈴　木　辰　馬さん 

９町内１　高　橋　ナ　ミさん 者
 の

 声
 

入
 

加
 

  

  

  

  

  

■排水設備工事費利子補給制度 
　　宅地内の下水道排水設備工事をする場合に金融 
　機関から融資を受けた費用（工事費）の利子を町が 
　負担する制度です。 
　◆融　資　額　　１世帯あたり50万円以内（工事費） 
　◆利　　子　　町が全額負担 
　◆融資対象　　下水道を利用できる区域内の建物 
　　　　　　　　の所有者または占有者で、公共マ 
　　　　　　　　スの設置から３年以内に工事を行 
　　　　　　　　う方 
　◆融資条件　　金融機関が決定します 
　◆償還方法　　融資の翌月から５年以内の元金均 
　　　　　　　　等償還となります。 
　◆金融機関　　会津信用金庫西会津支店 
　　　　　　　　会津いいで農業協同組合西会津支所 
　　　　　　　　福島協和信用組合西会津支店 
　◆申込方法　　上記の金融機関にご相談の上、手 
　　　　　　　　続きを行ってください。 
 
■排水設備工事費貸付金制度 
　　宅地内の下水道排水設備工事を行う方で、工事 
　費の融資を受けることが困難な方に対し、町が直 
　接資金の貸付を行う制度です。 
　◆融　資　額　　１世帯あたり50万円以内（工事費） 
　◆利　　子　　無利子 
　◆融資対象　　世帯全員の町民税が非課税の世帯 
　　　　　　　　及び金融機関との融資契約が成立 
　　　　　　　　しなかった下水道を利用できる区 
　　　　　　　　域内の建物の所有者または占有者 
　　　　　　　　で、公共マスの設置から３年以内 
　　　　　　　　に工事を行う方 
　◆融資条件　　町内の２名以上の連帯保証人が必 
　　　　　　　　要となります。 
　◆償還方法　　融資の翌月から５年以内の元金均 
　　　　　　　　等償還となります。 
　◆申込方法　　町下水道課に申込みの上、手続き 
　　　　　　　　を行ってください。 
 
　【問い合わせ先】下水道課　　４５－４５３５ 

　
今
年
か
ら
下
水
道
に
加
 

入
し
た
お
か
げ
で
、
浄
化
 

槽
の
維
持
管
理
を
す
る
必
 

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
側
溝
か
ら
の
嫌
な
 

に
お
い
が
な
く
な
り
、
ハ
 

エ
や
蚊
の
発
生
も
少
な
く
 

な
り
ま
し
た
。
下
水
道
に
 

加
入
し
、
快
適
な
生
活
を
 

送
っ
て
い
ま
す
。
 

　
二
町
内
の
み
な
さ
ん
が
 

下
水
道
に
加
入
し
や
す
い
 

よ
う
、
下
水
道
施
設
加
入
 

組
合
を
今
年
五
月
二
十
六
 

日
に
設
立
し
ま
し
た
。（
二
 

十
二
世
帯
加
入
）
 

　
宅
地
内
工
事
の
資
金
を
 

金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
 

場
合
、
保
証
人
が
必
要
に
 

な
る
た
め
、
組
合
員
が
保
 

証
人
に
な
る
な
ど
対
応
し
、
 

加
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
 

て
い
ま
す
。
下
水
道
へ
の
 

加
入
を
促
進
し
、
二
町
内
 

の
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
 

進
め
て
い
き
た
い
。
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成人証書を受ける鴇巣竜也さん（3町内）○ 左 

             
新
世
紀
を
担
う
若
者
た
ち
の
二
十

歳
を
祝
う
成
人
式
が
、
八
月
十
五
日

に
西
会
津
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

 
新
成
人
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
喜

び
を
か
み
し
め
、
久
し
ぶ
り
の
友
達

と
の
再
会
に
話
を
は
ず
ま
せ
、
写
真

を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
 

  
今
年
、
成
人
式
を
迎
え
た
み
な
さ

ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か

ら
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
九
十
九
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
 

 
式
典
の
前
に
は
、
新
成
人
た
ち
の

二
十
年
間
を
つ
づ
っ
た
「
わ
た
し
の

メ
モ
リ
ー
二
十
年
」
の
ビ
デ
オ
上
映

が
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
、
小
学

生
や
中
学
生
の
頃
の
映
像
に
思
い
出

を
よ
み
が
え
ら
せ
、
恥
ず
か
し
が
っ

て
歓
声
を
あ
げ
る
な
ど
し
て
映
像
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

             
成
人
者
名
簿
か
ら
　
〈
敬
称
略
〉
 

【
野
沢
地
区
】
三
十
八
人
（
世
帯
主
）
 

一
町
内
 
石
 
川
 
育
 
子（
英
昭
）
 

 
 
 
 
大
　
沼
　
あ
ゆ
み（
吉
也
）
 

 
 
 
 
高
　
松
 
　
　
茜（
ま
ち
こ
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
由
紀
子（
　

一
　

）
 

三
町
内
　
鴇
　
巣
　
竜
　
也（
順
子
）
 

四
町
内
 
鈴
　
木
　
祐
　
輔（
則
文
）
 

 
 
 
 
橋
谷
田
　
幸
　
恵（
　

勉
　

）
 

 
 
 
 
渡
　
部
　
百
合
子（
博
人
）
 

五
町
内
　
小
　
島
　
久
美
子（
一
夫
）
 

 
 
 
 
横
　
山
　
絵
　
里（
範
之
）
 

六
町
内
　
鈴
　
木
　
　
　
愛（
儀
平
）
 

七
町
内
　
磯
　
部
　
　
　
奨（
由
春
）
 

八
町
内
 
橋
谷
田
　
美
　
紀（
林
吾
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
義
　
彦（
邦
彦
）
 

九
町
内
一
　
武
　
藤
　
果
　
世（
孝
雄
）
 

九
町
内
二
　
小
　
柳
　
　
　
優（
博
巳
）
 

 
 
 
 
佐
　
藤
　
麻
美
子（
則
男
）
 

十
町
内
 
篠
　
原
　
実
　
季（
ツ
ヤ
子
）
 

 
 
 
 
篠
　
原
　
実
　
華（
ツ
ヤ
子
）
 

             十
町
内
　
篠
　
原
　
実
　
穂（
ツ
ヤ
子
）
 

下
小
屋
　
新
　
田
　
愛
　
美（
一
利
）
 

西
 
平
 
三
　
留
　
一
　
生（
智
篤
）
 

 
 
 
 
三
　
留
　
光
　
善（
晃
衛
）
 

四
 
岐
 
笠
　
間
　
純
　
平（
　

毅
　

）
 

芝
 
草
 
風
　
間
　
絵
　
里（
泰
男
）
 

　
　
　
　
小
　
林
　
か
お
り（
　

渉
　

）
 

 
 
 
 
長
　
澤
　
宏
　
大（
　

隆
　

）
 

 
 
 
 
三
　
留
　
光
　
晶（
光
栄
）
 

堀
 
越
　
伊
　
藤
　
　
　
学（
義
喜
）
 

 
 
 
 
小
野
木
　
葉
　
子（
典
夫
）
 

 
 
 
 
齋
　
藤
　
寛
　
樹（
　

茂
　

）
 

 
 
 
 
齋
　
藤
　
正
　
史（
正
信
）
 

 
 
 
 
清
　
野
　
直
　
美（
敬
蔵
）
 

中
 
野
　
斎
　
藤
　
麻
　
衣（
ト
キ
）
 

大
久
保
 
清
　
野
　
吉
　
彦（
慶
三
）
 

 
牧
　
　
江
　
川
　
彩
　
子（
正
文
）
 

安
 
座
 
安
　
部
　
信
　
仁（
信
雄
）
 

 
 
 
 
須
　
藤
　
隆
　
行（
敏
雄
）
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佐藤　美恵子さん（森　野） 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
が
「
国
際
化

が
進
む
今
日
、
語
学
や
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
つ
け
て
国
際
化
社
会
に
対
応

で
き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
、
し
っ
か
り
二
十
一
世
紀
を
生
き

て
く
だ
さ
い
。」と
式
辞
を
、
ま
た
、
 

松
崎
教
育
委
員
長
が
「
い
ろ
い
ろ
な

困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

惜
し
み
な
く
発
揮
し
、
自
己
の
た
め
、
 

社
会
の
た
め
、
西
会
津
の
た
め
に
ま

い
進
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
告
辞
を

述
べ
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

　
つ
づ
い
て
、
新
成
人
一
人
ひ
と
り

が
紹
介
さ
れ
、
代
表
の
鴇
巣
竜
也
さ

ん
（
三
町
内
）
に
成
人
証
書
が
、
上

田
真
紀
子
さ
ん
（
井
谷
）
に
記
念
品

が
山
口
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
、
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
佐

藤
美
恵
子
さ
ん
（
森
野
）
が
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
チ
ャ
ド
・
ウ
エ
ス
ト
国

際
交
流
員
か
ら
世
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
カ
ナ
ダ
人
、
テ
リ
ー
・
フ

ォ
ッ
ク
ス
の
話
を
ま
じ
え
た
は
な
む

け
の
こ
と
ば
も
贈
ら
れ
、
新
成
人
た

ち
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
様
子

で
し
た
。
 

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
山
形

直
さ
ん
（
徳
沢
）
と
鈴
木
美
恵
子
さ

ん
（
向
原
）
が
節
目
の
年
の
思
い
を

発
表
し
ま
し
た
。
 

  

  

【
尾
野
本
地
区
】
二
十
八
人
 

西
　
原
　
斎
　
藤
　
正
　
和（
正
博
）
 

森
　
野
　
会
　
田
　
修
　
士（
一
二
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
美
恵
子（
茂
春
）
 

　
　
　
　
三
　
留
　
由
美
子（
芳
明
）
 

萱
　
本
　
河
　
瀬
　
雅
　
代（
博
雅
）
 

　
　
　
　
斎
　
藤
　
高
　
毅（
虎
雄
）
 

　
　
　
　
高
　
久
　
仁
　
恵（
孝
仁
）
 

　
　
　
　
新
　
田
　
未
　
来（
栄
司
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
景
　
子（
定
衛
）
 

松
　
尾
　
杉
　
原
　
千
　
春（
徳
夫
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
哲
　
也（
直
美
）
 

下
小
島
　
伊
勢
亀
　
雄
　
輔（
政
雄
）
 

西
　
林
　
上
　
野
　
貴
　
章（
　

久
　

）
 

　
　
　
　
齋
　
藤
　
祐
　
二（
春
二
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
齋
　
藤
　
尚
　
子（
彰
夫
）
 

上
小
島
　
斎
　
藤
　
友
　
和（
勝
夫
）
 

　
　
　
　
高
　
橋
　
久
　
美（
賢
一
）
 

　
　
　
　
野
　
原
　
美
保
子（
市
夫
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
勝
　
矢（
勝
次
）
 

縄
　
沢
　
青
　
津
　
寿
　
和（
　

稔
　

）
 

　
　
　
　
高
　
橋
　
正
　
徳（
正
和
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
万
　
里（
秀
力
）
 

　
　
　
　
三
　
留
　
意
　
人（
南
海
雄
）
 

出
ケ
原
　
佐
　
藤
　
　
　
翔（
悦
美
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
大（
悦
美
）
 

黒
　
沢
　
斎
　
藤
　
智
　
美（
俊
雄
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
正
　
子（
春
好
）
 

山
　
口
　
安
　
部
　
美
　
雪（
富
夫
）
 

【
群
岡
地
区
】
十
八
人
 

上
野
尻
　
斎
　
藤
　
淳
　
子（
和
夫
）
 

　
　
　
　
斎
　
藤
　
　
　
航（
　

悟
　

）
 

　
　
　
　
品
　
川
　
貴
　
斗（
和
則
）
 

　
　
　
　
二
　
瓶
　
千
　
里（
　

孝
　

）
 

　
　
　
　
廣
　
瀬
　
嘉
　
洋（
眞
理
）
 

上
野
尻
 
藤
　
田
　
文
　
子（
耕
栄
）
 

下
野
尻
　
伊
　
藤
　
　
　
望（
一
男
）
 

　
　
　
　
外
　
島
　
　
　
大（
頼
子
）
 

　
　
　
　
武
　
藤
　
　
　
綾（
文
夫
）
 

端
　
村
　
加
　
藤
　
美
　
香（
　

勝
　

）
 

徳
　
沢
　
山
　
形
　
　
　
直（
　

正
　

）
 

白
　
坂
　
石
　
川
　
里
　
美（
鉄
雄
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
一
　
也（
教
男
）
 

宝
　
川
　
上
　
野
　
　
　
伸（
つ
や
子
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
実（
秀
男
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
理
恵
子（
新
一
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
久
美
子（
久
平
）
 

　
　
　
　
渡
　
部
　
友
里
子（
憲
一
）
 

【
新
郷
地
区
】
 
八
人
 

　
原
　
　
五
十
嵐
　
隆
　
之（
隆
二
）
 

滝
　
坂
　
佐
　
藤
　
雅
　
則（
久
一
）
 

柴
　
崎
　
石
　
川
　
則
　
一（
重
治
）
 

　
　
　
　
武
　
藤
　
純
　
子（
　

健
　

）
 

井
　
谷
　
上
　
田
　
真
紀
子（
信
夫
）
 

　
　
　
　
武
　
藤
　
明
　
香（
裕
悦
）
 

八
重
窪
　
武
　
藤
　
貴
　
行（
和
夫
）
 

橋
　
屋
　
上
　
野
　
陽
　
子（
誠
喜
）
 

【
奥
川
地
区
】
十
二
人
 

杉
　
山
　
津
　
川
　
幸
　
一（
利
幸
）
 

向
　
原
　
鈴
　
木
　
美
恵
子（
勝
則
）
 

　
塩
　
　
伊
　
藤
　
真
　
弥（
善
一
）
 

新
　
町
　
佐
　
藤
　
和
　
貴（
新
生
）
 

　
　
　
　
宮
　
田
　
久
美
子（
秀
世
）
 

　
　
　
　
武
　
藤
　
　
　
恵（
道
廣
）
 

中
ノ
沢
　
矢
　
部
　
め
ぐ
み（
正
夫
）
 

真
ケ
沢
　
佐
　
藤
　
幸
　
二（
公
喜
）
 

極
　
入
　
木
　
村
　
明
　
博（
芳
主
）
 

　
　
　
　
佐
　
藤
　
美
　
和（
　

登
　

）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
友
　
宏（
勝
雄
）
 

　
　
　
　
星
　
　
　
志
穂
美（
敦
志
）
 

誓
い
の
こ
と
ば
 

　
私
た
ち
は
、
今
日
か
ら
責
任
、
自
覚
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
を
持
 

ち
、
成
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
二
十
歳
と
い
う
日
を
迎
え
た
今
、
私
の
中
に
は
、
緊
張
と
成
人
と
し
 

て
の
視
野
が
混
じ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
緊
張
は
、
自
分
へ
の
責
任
感
で
 

す
。
視
野
は
、
今
ま
で
自
分
中
心
に
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
目
に
改
め
 

て
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
、人
々
の
心
の
や
さ
し
さ
な
ど
、
 

何
気
な
い
こ
と
が
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
た
こ
と
 

で
す
。
 

　
大
人
と
し
て
の
心
の
解
放
感
、
そ
れ
が
私
の
二
十
歳
で
す
。
 

　
こ
の
中
に
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
も
の
を
受
け
入
れ
、
か
み
し
め
 

て
何
が
真
実
で
あ
る
か
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
西
会
津
は
、
「
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
康
の
町
 

に
し
あ
い
づ
」
と
し
て
全
国
に
誇
れ
る
町
で
す
。
そ
の
西
会
津
町
に
生
 

ま
れ
育
ち
、
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
に
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
な
が
ら
、
 

一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
生
活
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
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鈴木　美恵子さん（向　原） 

             
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
農
村
と
都
市
 

の
人
々
が
共
生
で
き
る
新
し
い
社
会
 

づ
く
り
の
た
め
、
ま
ち
の
特
性
を
活
 

か
し
、
人
･
も
の
･
情
報
が
活
発
に

循
環
す
る
社
会
基
盤
を
備
え
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
農
 

都
共
生
全
国
協
議
会
主
催
、町
共
催
）
 

 
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
食
」と「
農
」の
 

再
生
プ
ラ
ン
と
む
ら
づ
く
り
維
新
と
 

題
し
、
食
の
安
全
と
安
心
の
確
保
、
 

農
業
の
構
造
改
革
、
都
市
と
農
村
の
 

共
生
な
ど
国
が
進
め
る
再
生
プ
ラ
ン
 

の
内
容
や
、
都
市
と
農
村
の
住
民
が
 

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
共
有
で
き
る
ま
 

ち
づ
く
り
等
の
む
ら
づ
く
り
維
新
プ
 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
 

農
村
整
備
総
合
調
整
室
の
羽
子
田
課
 

長
補
佐
が
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
山
 

村
振
興
政
策
の
新
た
な
方
向
と
題
し
、
 

林
野
庁
森
林
総
合
利
用
・
山
村
振
興
 

            室
の
大
貫
課
長
補
佐
が
、
国
土
保
全
 

な
ど
森
林
の
多
様
な
機
能
を
保
つ
た
 

め
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
 

育
成
に
よ
る
就
業
機
会
の
確
保
や
定
 

     住
条
件
の
整
備
、
都
市
と
山
村
の
交
 

流
促
進
に
よ
る
山
村
振
興
の
必
要
性
 

と
そ
の
推
進
す
べ
き
方
策
に
つ
い
て
 

講
演
し
ま
し
た
。
 

 
午
後
に
は
、
山
口
町
長
と
宇
多
川
 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
長
ら
に
よ
る
 

「
西
会
津
町
に
学
ぶ
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
 

と
農
都
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
 

し
た
事
例
報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
、
 

出
席
者
は
、
本
町
の
保
健
･
医
療
･

福
祉
の
連
携
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
に
真
剣
に
耳
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
傾
け
、
メ
モ
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
と
っ
て
い
ま
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
「
農
 

　
　
　
　
　
　
　
　
都
共
生
の
社
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
に
必
要
な
要
素
 

　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
」
と
題
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
て
行
わ
れ
た
パ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
農
村
の
役
割
や
 

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
て
活
発
な
討
論
 

　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
わ
れ
ま
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
 

  

　
私
は
、
今
、
新
潟
県
の
大
学
で
こ
と
ば
に
障
害
を
も
つ
方
の
リ
 

ハ
ビ
リ
を
す
る
言
語
聴
覚
士
に
な
る
た
め
学
ん
で
い
ま
す
。
 

　
私
が
言
語
聴
覚
士
を
め
ざ
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
障
害
 

を
も
つ
弟
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
 

　
弟
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
会
津
若
松
市
の
病
院
や
会
津
坂
下
町
の
 

施
設
に
通
い
、
こ
と
ば
を
話
す
た
め
の
訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
様
子
を
見
た
り
、
実
際
に
言
語
聴
覚
士
の
方
の
話
を
伺
う
う
 

ち
に
私
自
身
、
言
語
の
仕
事
に
興
味
を
も
ち
、
言
語
に
障
害
を
も
 

つ
方
の
リ
ハ
ビ
リ
の
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
 

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
言
語
聴
覚
士
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
手
伝
い
 

を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
 

障
害
者
や
そ
の
家
族
に
ど
の
よ
う
な
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

の
か
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
を
 

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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向原集落で取り組んだ花の植え付けによる景観づくり 

中山間地域等直接支払制度 

  

  

  

   　
集
落
協
定
組
合
な
ど
で
は
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

①
農
地
の
維
持
管
理
や
道
路
・
水
路
 

　
の
管
理
活
動
 

■
農
地
や
法
面
な
ど
の
定
期
的
な
点
 

　
検
活
動
 

■
共
同
作
業
に
よ
る
水
路
の
堰
上
げ
、
 

　
道
路
の
草
刈
り
な
ど
の
管
理
活
動
 

②
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

　
多
面
的
機
能
の
増
進
を
図
る
活
動
 

■
景
観
形
成
の
た
め
、
道
路
沿
い
へ
 

　
の
花
の
植
え
付
け
 

■
河
川
の
清
掃
に
よ
る
魚
類
、
昆
虫
 

　
類
の
保
護
活
動
 

　
こ
の
ほ
か
、
農
作
業
受
委
託
の
推

進
や
耕
作
者
の
土
地
の
利
用
集
積
も

進
め
て
い
ま
す
。
 

    　
町
で
は
、
こ
の
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
が
集
落
営
農
の
維
持
発

展
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
集
落

協
定
締
結
に
向
け
た
説
明
会
な
ど
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
新
た
に
奥
川
地
区
の

飯
根（
極
入
）と
松
峯
、
新
郷
地
区
の

高
目
集
落
が
認
定
を
受
け
て
取
り
組
 

み
を
は
じ
め
、
町
内
の
対
象
面
積
の

約
五
十
　
が
認
定
済
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
多
く
の
集
落
の
協
定

締
結
に
向
け
た
説
明
会
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
取
り
組
み

を
し
て
い
な
い
集
落
の
方
な
ど
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
農
林
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

 
　集落数41地域（参加者数712人） 
農 用 地 面 積　４１７．１４ha 

内訳
　急傾斜地　２０５．００ha 

　　　緩傾斜地　２１２．１４ha 
交 付 金 総 額　　　60,022,000円 
集落最高交付額　　　 4,292,000円 
集落平均交付額　　　 1,463,951円 
 
 
　農業者数11人 
農 用 地 面 積　 ４２．５８ha 

内訳
　急傾斜地　 ３．８６ha 

　　　緩傾斜地　 ３８．７２ha 
交 付 金 総 額　　　 4,297,000円 
平 均 交 付 額　　　 390,636円 
 
 
農 用 地 面 積　４５９．７２ha 

内訳
　急傾斜地　２０８．８６ha 

　　　緩傾斜地　２５０．８６ha 
交 付 金 総 額　　　 64,319,000円 
 
今年度増加面積　　４１．４８ha

　
　
　
　
町
で
は
、
平
成
八
年
度
 

　
　
　
に
西
会
津
農
業
振
興
地
域
 

　
　
　
整
備
計
画
を
変
更
し
て
以
 

　
　
　
来
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
 

　
　
　
か
ら
、
今
年
度
、
総
合
見
 

　
　
　
直
し
事
務
を
進
め
て
い
ま
 

　
　
　
す
。
所
有
す
る
農
地
を
今
 

　
　
　
後
三
年
以
内
に
転
用
し
、
 

　
　
　
住
宅
や
農
業
用
施
設
、
駐
 

　
　
　
車
場
等
に
す
る
予
定
の
方
 

は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
 

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
事
連
 

絡
員
ま
た
は
農
林
課
ま
で
申
し
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
 

す
る
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
さ
 

な
い
と
原
則
で
き
な
い
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、転
用
を
希
望
 

し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
除
 

外
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
町
で
協
 

議
し
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
農
林
課
農
政
係
　
　
　
│
４
５
３
１
 

せ
き
 

45

集
落
の
活
動
内
容
 

3
集
落
が
取
り
組
み
 

　
　
　
を
は
じ
め
る
 

　耕作放棄地や荒廃地が増えている中山間地域で農業を続けていた 
だくことにより農地の保全や多面的機能を確保するため、農業従事 
者等に対し交付金が支払われる中山間地域等直接支払制度。 
　今月号では、平成12年度から始まったこの制度の集落活動の内容 
と認定状況についてお知らせします。 

中山間地域等直接支払制度 平成14年度の認定状況 

◆合　　計◆ 

◆個別協定◆ 

◆集落協定◆ 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     　
　
　
　
　
秋
め
い
て
き
ま
し
た
ね
。
 

　
　
　
　
　
今
月
は
、
有
名
な
カ
ナ
ダ
人
を
紹
 

　
　
　
　
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
あ
る
日
、
「
有
名
な
カ
ナ
ダ
人
を
教
え
て
く
 

だ
さ
い
。」
と
小
学
生
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
 

は
カ
ナ
ダ
人
で
す
が
、
西
会
津
の
み
な
さ
ん
が
 

知
っ
て
い
る
人
物
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
 

し
ま
し
た
。
ジ
ム
・
キ
ャ
リ
ー
や
セ
リ
ー
ヌ
・
 

デ
ィ
オ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
 

カ
ナ
ダ
人
で
す
。
こ
の
３
人
を
ア
メ
リ
カ
人
だ
 

と
思
っ
て
い
た
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
に
、
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 

た
人
物
が
い
ま
す
。
今
月
は
そ
の
人
「
テ
リ
ー
 

・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
テ
リ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
　
歳
の
時
「
骨
の
 

が
ん
」
と
い
わ
れ
る
骨
肉
腫
で
あ
る
こ
と
を
医
 

師
か
ら
告
げ
ら
れ
、
右
足
を
切
断
し
ま
し
た
。
 

入
院
し
て
い
る
間
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
コ
ー
チ
が
 

１
冊
の
雑
誌
を
持
っ
て
お
見
舞
い
に
や
っ
て
き
 

ま
し
た
。
そ
の
雑
誌
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
 

ン
を
完
走
し
た
片
脚
の
ラ
ン
ナ
ー
の
記
事
が
載
 

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

　
彼
は
そ
の
内
容
に
感
動
し
、
が
ん
患
者
の
た
 

め
に
何
か
励
ま
す
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
 

た
。
そ
し
て
、
が
ん
研
究
の
資
金
づ
く
り
の
た
 

め
、
寄
付
を
募
っ
て
カ
ナ
ダ
を
横
断
し
た
い
と
 

思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
 

　
８
月
１
日
に
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
教
室
開
講
式
が
（
写
 

真
　
上
）、
　
日
に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
の
開
講
式
が（
写
 

真
　
下
）
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
受
講
者
は
、
食
 

生
活
教
室
が
　
名
、
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
が
　
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
式
 

終
了
後
に
は
さ
っ
そ
く
講
義
が
行
わ
れ
、
さ
ら
な
る
保
健
･
医
療
･
 

福
祉
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
め
ざ
し
た
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
 

ト
し
ま
し
た
。
 

18

　７月26日、滝坂地すべり対策事業の推 
進に功績があったことで、国土交通省阿 
賀野川工事事務所長から事業用地の確保 
にあたり尽力された滝坂自治区の６名に 
感謝状が贈られました。（写真：五十嵐市 
衛さん､佐藤百太郎さん､五十嵐進さん、 
大海寺所長､五十嵐光喜さん､佐藤武美さ 
ん､佐藤更生さん（左から）） 

：
 
：
 

18 19

30
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彼
は
、こ
れ
を「
マ
ラ
ソ
ン
･
オ
ブ
･
ホ
ー
プ
 

（
希
望
の
マ
ラ
ソ
ン
）」
と
名
づ
け
、
１
年
間
に
 

わ
た
り
訓
練
を
行
い
、
そ
し
て
、
１
９
８
０
年
 

４
月
　
日
、
カ
ナ
ダ
東
海
岸
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
 

自
分
の
足
と
義
足
で
、
が
ん
研
究
の
資
金
を
募
 

り
、
毎
日
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
匹
敵
す
る
約
 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
り
続
け
ま
し
た
。
 

　
毎
日
、
毎
日
走
り
ま
し
た
。
次
第
に
咳
き
こ
 

む
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
胸
が
痛
む
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
沿
道
か
ら
の
声
援
を
 

受
け
て
走
り
続
け
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
1
4
3
日
目
、
約
 

５
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
カ
ナ
ダ
東
西
の
中
 

間
地
点
付
近
）
走
っ
た
と
こ
ろ
で
、
肺
が
ん
を
 

再
発
し
た
た
め
、
マ
ラ
ソ
ン
・
オ
ブ
・
ホ
ー
プ
 

を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
彼
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
 

が
、
彼
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
が
ん
研
 

究
の
た
め
の
資
金
1
7
0
万
ド
ル
以
上
が
集
ま
 

っ
た
の
で
す
。
そ
の
上
、
マ
ラ
ソ
ン
・
オ
ブ
・
 

ホ
ー
プ
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
そ
の
意
志
が
 

ラ
ン
ナ
ー
達
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
 

　
現
在
で
は
、
毎
年
　
カ
国
で
、
約
1
5
0
万
 

人
が
参
加
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
日
本
で
も
神
戸
、
三
重
、
東
京
、
名
古
屋
、
 

八
日
市
の
５
カ
所
で
マ
ラ
ソ
ン
・
オ
ブ
・
ホ
ー
 

プ
が
行
わ
れ
、
が
ん
研
究
の
た
め
の
資
金
が
集
 

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

　
彼
は
、
本
当
に
す
ご
い
人
で
す
。
努
力
す
れ
 

ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
自
ら
証
明
し
 

た
の
で
す
。
私
は
、
こ
の
話
に
本
当
に
感
動
し
 

ま
し
た
。
 

12

42

50

　７月28日、国道49号の車峠パーキング 
においてテント村作戦が行われました。 
（交通安全協会群岡分会主催） 
　この日は、交通安全母の会などの関係 
団体や群岡小学校の児童も参加、真夏の 
暑さの中、ドライバーに安全運転を呼び 
かけました。 

　７月20日、21日にいわき市豊間小学校との夏季交流が行われ、小 
学５年生91名が豊間小を訪問、ホームステイや海水浴などで交流を 
深めました。（写真：左） 
　また、沖縄県大宜味村との 
夏季交流が８月７日から10日 
にわたって行われ、小学６年 
生15名、中学２年生９名が参 
加、南国沖縄の生活習慣や食 
文化などに触れ見聞を広めま 
した。（写真：右） 

 
恒
例
の
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
の
 

盆
踊
り
大
会
が
８
月
８
日
に
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
踊
り
や
出
店
に
は
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
団
体
が
参
加
、
 

ゆ
か
た
姿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
踊
 

り
を
盛
り
上
げ
、
施
設
入
所
者
も
 

輪
の
中
で
、
と
も
に
暑
さ
を
忘
れ
 

て
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
 

い
ま
し
た
。
 

36
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

疲れをみせずにガンバルぞ！！ 
（一切経登山） 
　8／21～22　新郷少年教室 

魚をつかむぞ！！ 
（奥川で川遊び） 
　8／6～9　奥川サタデーキッツ 

キャンプファイヤーを前に出し物 
（大山祇神社本社前） 
　8／1～2　ふるさとふれあい教室 

シビレに負けないぞ！！ 
（座禅体験・常勝寺） 
　8／6～7　にしあいづ・わんぱく塾 

  

                　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
８
月
は
各
地
区
で
少

年
教
室
（
宿
泊
学
習
（
訓
練
）
・
野
外
学
習
）

が
一
泊
二
日
で
楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
教
室
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
火
 

                お
こ
し
体
験
・
座
禅
体
験
・
登
山
・
野
外
炊
飯

な
ど
を
と
お
し
、
仲
間
と
協
力
し
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
帰
る
頃
に
は
、
冒
険
心
・

挑
戦
心
の
も
て
る
少
年
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

   　
　
回
目
を
迎
え
た
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
が
、
 

8
月
　
日
、
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
、

野
沢
チ
ー
ム
が
　
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
 

　
町
公
民
館
、
町
体
育
協
会
主
催
、
町
野
球
協

会
主
管
で
行
わ
れ
、
全
地
区
の
5
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
 

　
決
勝
は
、
前
回
大
会
ま
で
3
年
連
続
優
勝
の

群
岡
チ
ー
ム
と
久
し
ぶ
り
に
決
勝
進
出
の
野
沢

チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
初
回
に
群
岡

が
4
点
を
先
制
し
た
が
、
2
回
に
野
沢
が
5
点

を
入
れ
逆
転
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
群
岡
が
同

点
と
し
、
1
点
を
争
う
好
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
 

野
沢
チ
ー
ム
が
リ
ー
ド
し
た
ま
ま
、
　
対
9
で

優
勝
を
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
台
風
の
影
響
も
予
想
さ
れ
た
が
、

雲
一
つ
な
い
晴
天
で
、
猛
暑
の
中
、
選
手
は
大

汗
に
な
り
な
が
ら
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。
 

　
対
戦
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
▽
1
回
戦
 

　
　
野
　
沢
　
5
│
0
　
奥
　
川
 

　
▽
準
決
勝
 

　
　
群
　
岡
　
7
│
1
　
新
　
郷
 

　
　
野
　
沢
　
　
│
3
　
尾
野
本
 

　
▽
決
　
勝
 

　
　
野
　
沢
　
　
│
9
　
群
　
岡
 

35
18

12

11

1411
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インディアカ 

卓　　　 　球 

グラウンドゴルフ 

ペ　タ　ン　ク 

ストレッチ体操 

レ ク ダ ン ス  

カローリング 

ウォーキング 

2、9、16、23、30 

10、24 

11、25 

21 

9 

6 

5、18 

22

月 

火 

水 

土 

月 

金 

水 

日 

19：00～20：30 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

13：00～15：00 

19：00～20：00 

13：30～15：30 

10：00～12：00 

10：00～12：00

旧群岡中学校体育館 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園ふれあい広場 

 

 
西会津町公民館 

教室・講習会名 日 曜日 時　　　間 会　　　場 

9
月
教
室
開
催
案
内
 

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
 

絵・斎藤工房　会津徳寿 

      　
第
九
回
目
を
迎
え
る
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る

さ
と
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
る
さ
と
駅
伝
）
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

日
　
　
時
：
九
月
二
十
九
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
午
前
十
時
発
走
 

コ
ー
ス
：
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
会
津
町
）
 

 　
　
　
　
　
押
切
川
体
育
館
前
（
喜
多
方
市
）
 

区
　
　
間
：
十
六
区
間
 

総
距
離
：
七
十
八
・
八
キ
ロ
 

参
加
区
分
：
喜
多
方
地
方
広
域
管
内
七
市
町
村
 

　
※
：
前
年
度
か
ら
、
第
１
区
の
コ
ー
ス
が
、

　
　
さ
ゆ
り
公
園
　
西
林
大
橋
　
野
沢
駅
　
駅

　
　
前
通
り
十
字
路
・
交
差
点
　
公
民
館
前
の

　
　
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
昨
年
以
上
の
成
績
で

ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
指
し
毎
週
日
曜
日
に
さ

ゆ
り
公
園
を
中
心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

                        ※
こ
の
教
室
・
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
い
方
は
、
 

　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
西
会
津
町
公
民
館
 

　
・
体
育
振
興
係
（
　
　
│
3
2
4
4
）
へ
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
さ
ゆ
り
公
園
屋
内
プ
ー
ル
改
修
工
事
の
た
め

　
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
 

 

  

  

　
さ
て
、
芝
草
村
安
津
窪
の
根
々
兵
衛
の
女
房
 

お
こ
ん
。
夫
が
糠
塚
山
の
楊
貴
妃
桜
の
花
見
に
 

呼
ば
れ
、
大
喜
び
で
松
尾
屋
の
銘
酒
・
雲
の
井
 

を
一
本
持
っ
て
出
か
け
た
が
翌
日
に
な
っ
て
も
 

帰
っ
て
来
な
い
。
何
か
胸
騒
ぎ
が
し
て
な
ら
な
 

い
の
で
、
昨
日
一
緒
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
隣
村
野
 

沢
原
町
は
小
屋
田
の
お
ま
ん
の
所
へ
事
情
を
尋
 

ね
に
行
っ
た
。
 

　
「
い
い
や
、
私
ゃ
そ
の
花
見
に
呼
ば
れ
な
か
 

っ
た
け
ど
、
そ
れ
は
ご
心
配
だ
ね
 

え
。
な
ぜ
っ
て
、
十
日
前
に
触
れ
 

頭
の
猪
ノ
鼻
の
与
吉
殿
の
所
へ
森
 

野
村
の
森
之
進
と
松
尾
村
の
太
郎
 

丸
と
私
が
呼
ば
れ
て
行
っ
た
時
、
 

与
吉
殿
が
男
ど
も
と
お
前
さ
ん
の
 

ご
亭
主
に
大
酒
を
飲
ま
せ
、
そ
の
 

上
で
殺
っ
つ
け
て
し
ま
お
う
な
ん
 

て
相
談
し
て
い
た
か
ら
さ
」
 

　
顔
色
を
変
え
た
お
こ
ん
は
、
そ
 

こ
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
そ
の
猪
ノ
鼻
 

の
与
吉
の
所
へ
駆
け
つ
け
て
問
い
 

糺
す
と
、
与
吉
は
素
っ
と
ぼ
け
て
、
 

　
「
お
う
、
ご
亭
主
は
確
か
に
四
ツ
半
時
分
花
 

見
に
来
た
が
、
何
か
気
分
が
す
ぐ
れ
ぬ
と
か
で
 

九
ツ
過
ぎ
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
だ
が
、
ま
だ
戻
 

ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
町
の
茶
屋
に
で
も
引
っ
掛
か
 

っ
て
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
ら
心
配
 

せ
ず
と
も
、
ど
う
だ
お
こ
ん
殿
、
ち
ょ
い
と
上
 

が
っ
て
行
か
な
い
か
」
 

　
と
意
馬
心
猿
の
涎
で
袖
を
引
く
。
お
こ
ん
は
 

や
 

（
午
前
十
一
時
）
 

（
正
午
）
 

よ
だ
れ
 

わ
ら
 せ

 

き
の
う
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 「

い
え
、
気
が
急
き
ま
す
の
で
」
と
振
り
払
っ
 

て
、
今
度
は
森
之
進
の
所
へ
訊
ね
に
行
く
。
 

　
「
は
て
な
、
根
々
兵
衛
殿
へ
通
知
は
出
し
た
 

が
当
日
姿
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
何
か
 

お
障
り
で
も
あ
っ
た
の
か
と
実
は
心
配
し
て
お
 

っ
た
と
こ
ろ
だ
が
ね
、
お
こ
ん
さ
ん
」
 

　
え
え
っ
、
与
吉
は
来
た
と
言
い
、
こ
の
男
は
 

来
な
い
と
言
う
。
こ
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
事
？
 

　
お
こ
ん
は
、
さ
っ
き
の
お
ま
ん
の
話
と
考
え
 

　
　
　
　
　
わ
せ
て
不
安
が
雲
の
よ
う
に
湧
き
、
 

　
　
　
　
　
藁
を
も
掴
む
気
持
で
松
尾
三
本
松
 

　
　
　
　
　
の
太
郎
丸
の
所
へ
駆
け
つ
け
た
。
 

　
　
　
　
　
　
「
え
え
根
々
兵
衛
殿
は
昨
日
の
 

　
　
　
　
　
花
見
に
参
ら
れ
、
し
の
の
め
（
夜
 

　
　
　
　
　
明
け
方
）
時
分
に
大
酒
機
嫌
で
帰
 

　
　
　
　
　
ら
れ
た
が
、
ナ
ニ
い
ま
だ
ご
帰
宅
 

　
　
　
　
　
に
な
ら
ぬ
と
？
　
ふ
う
む
、
昨
今
 

　
　
　
　
　
は
猟
師
ど
も
が
や
た
と
い
て
物
騒
 

　
　
　
　
　
だ
が
、
よ
も
や
そ
の
手
に
掛
か
ら
 

　
　
　
　
　
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
な
」
 

 
 
 
 
 
 
ナ
ニ
明
け
方
に
帰
っ
た
？
 

　
お
こ
ん
は
、
こ
の
三
人
三
様
の
証
言
に
、
い
 

よ
い
よ
疑
惑
と
不
安
が
高
ま
り
、
三
本
松
の
川
 

沿
い
に
下
っ
て
行
く
と
程
な
く
大
槻
川
の
川
浦
 

橋
。
そ
の
流
れ
に
つ
づ
い
て
行
け
ば
川
浦
田
地
 

の
堰
上
げ
口
で
乱
杭
が
打
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
に
 

柴
の
し
が
ら
み
が
絡
ん
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
 

あ
あ
何
と
、
夫
が
無
惨
な
姿
と
な
っ
て
引
っ
掛
 

か
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
お
こ
ん
は
ア
ッ
と
 

ば
か
り
に
駆
け
寄
っ
た
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

45



14

町の肺がんと胃がんの死亡者数の推移 

※胃がんは 
　横ばい、 
　肺がんが 
　増加 

胃がん 

肺がん 

平成 8年 9年 10年 11年 12年 

人 
16 
14 
12 
10 
8 
6 
4 
2 
0

  

     『
肺
が
ん
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
』
 

①
四
十
歳
以
上
で
あ
る
 

②
喫
煙
者
で
喫
煙
指
数
（
一
日
の
タ
バ
コ
の
本
 

 
数
×
喫
煙
年
数
）
が
六
百
以
上
で
あ
る
 

③
た
ん
に
血
が
混
じ
る
 

④
咳
、
た
ん
が
一
カ
月
以
上
続
い
て
い
る
 

⑤
し
つ
こ
い
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る
 

⑥
た
ん
の
検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
 

⑦
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
 

⑧
有
害
物
質（
ア
ス
ベ
ス
ト
、コ
ー
ル
タ
ー
ル
な
 

 
ど
）
を
扱
う
よ
う
な
仕
事
に
つ
い
て
い
る
 

⑨
血
縁
者
に
が
ん
に
か
か
っ
た
人
が
い
る
 

⑩
緑
黄
色
野
菜
を
あ
ま
り
と
ら
な
い
 

 「
は
い
」
の
数
が
 

 
9
〜
10
 

 
 
　
早
め
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
 

 
5
〜
8
 

 
 
　
定
期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
 

 
1
〜
4
 

 
 
　
禁
煙
し
て
が
ん
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
 

  
言
う
ま
で
も
な
く
喫
煙
は
、
肺
が
ん
に
な
る

最
大
の
原
因
で
す
。
 

 
肺
が
ん
の
初
期
は
、
無
症
状
の
場
合
が
多
く
、
 

発
見
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

                       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
肺
門
が
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
い
気
管
や
気
管
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
に
で
き
る
が
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
肺
野
が
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺
の
奥
の
細
か
い
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
に
で
き
る
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
す
。
 

　
　
▼
肺
が
ん
の
予
防
に
は
ま
ず
禁
煙
 

 
　
　
　
禁
煙
を
五
年
以
上
続
け
る
と
、
肺
が
 

　
　
　
ん
に
な
る
危
険
性
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ

　
　
　
な
い
人
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
に
回
復
す

　
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
予
防

　
　
　
の
た
め
、
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
▼
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
 

 
 
 
　
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
は
発
が
ん
物

　
　
　
質
の
働
き
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。
緑
黄

　
　
　
色
野
菜
や
豆
類
な
ど
に
豊
富
に
含
ま
れ

　
　
　
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
食
べ
ま
し

　
　
　
ょ
う
。
 

　
　
▼
早
期
発
見
の
た
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
 

 
 
 
を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

肺がんが増えています 

　町が実施している結核検診（胸部レン 
トゲン検査）では、受診された40歳以上 
の方は、全員自動的に肺がん（肺野）検 
診も受診したことになります。 
　今年度、まだ結核検診を受けていない 
方は、結核未受診者検診を９月下旬に実 
施しますので、その際に受けてください。 
 
【問い合わせ先】 
　健康福祉課健康係（保健センター内） 
　　47－２３０６ 

は
い
も
ん
 

は
い
や
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みんなの広場 みんなの広場 
加
藤
　
悦
子
 

　
　
〔
6
町
内
〕
 
さ ん 

　飯嶋アヤ子さん（8月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　結婚式ではお世話になりました。 
これからもよろしくお願いします。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

上
野
尻
新
村
付
近
か
ら
の
飯
豊
山
の
眺
め
 

（
春
先
な
ど
万
年
雪
を
頂
く
様
子
が
印
象
深
 

く
好
き
な
風
景
で
す
。
）
 

あなたの趣味は？ 
　スポーツで汗を流すことです。 
週３日、バレーボール、バドミ 
ントン、インディアカの練習に 
欠かさず参加するようにしてい 
ます。 
 
最近感動したことは？ 
　バレーボールの県民スポーツ 
耶麻大会で、優勝したこと。 

あなたのモットーは？ 
　いつも明るく、元気に過ごす 
ことです。 
 
これからやってみたいことは？ 
　自然、特に海が好きなので、 
ライセンスを取ってスキューバ 
ダイビングをしてみたいです。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ．Ｕさん（下野尻） 

　
今
月
は
、
芝
草
の
新
田
勉
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
新
田
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
寺
子
屋
を
主
宰
し
な
が
ら
、
山
国
 

・
西
会
津
町
か
ら
世
界
へ
情
報
を
発
信
す
る
会
（
今
年
六
月
十
 

五
日
結
成
）
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
パ
ソ
 

コ
ン
寺
子
屋
に
は
、
約
二
百
人
の
方
々
が
パ
ソ
コ
ン
の
学
習
に
 

足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。
 

 
「
最
初
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
を
や
り
た
い
 

と
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
教
え
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
大
人
 

も
加
わ
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
知
っ
て
い
 

る
範
囲
で
教
え
て
み
よ
う
と
思
い
寺
子
屋
を
は
じ
め
ま
し
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
三
年
、
情
報
を
発
信
す
る
会
を
結
成
し
、
現
在
三
 

十
六
名
の
会
員
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
を
学
び
、
イ
ン
タ
ー
 

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
の
発
信
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
 

 
不
況
の
出
口
が
見
え
ず
、
農
業
や
商
業
は
元
気
が
あ
り
ま
せ
 

ん
。
そ
し
て
、
若
い
人
た
ち
は
都
会
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
 

す
。
　
今
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
！
　
と
思
い
、
町
の
活
性
化
 

の
た
め
、
会
で
は
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
西
会
津
を
大
い
に
活
か
し
、
山
菜
や
炭
、
な
め
こ
な
ど
を
積
 

極
的
に
売
り
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、都
会
に
行
か
な
く
て
 

も
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
環
境
が
実
現
で
き
た
ら
…
」
と
思
い
 

を
話
す
新
田
さ
ん
に
、
元
気
の
素
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
ふ
る
 

さ
と
野
沢
に
子
ど
も
の
頃
の
自
然
や
人
間
関
係
、
活
気
を
取
り
 

戻
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
か
ね
ぇ
…
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

 「
コ
ス
モ
ス
街
道
づ
く
り
」な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
新
田
 

さ
ん
は
、
最
後
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
場
産
品
 

の
販
売
や
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
す
で
に
実
現
し
て
い
る
都
会
 

に
行
か
な
く
て
も
仕
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
よ
り
、
ふ
る
 

さ
と
野
沢
に
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
 

教
室
な
ど
で
み
な
さ
 

ん
の
応
援
が
で
き
れ
 

ば
…
。
」
と
語
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

 
山
国
・
西
会
津
町
 

か
ら
世
界
へ
情
報
を
 

発
信
す
る
会
ホ
ー
ム
 

ペ
ー
ジ http://w

w
 

w
.aizu.com

/peopl 
e/nishiaizu/

″
 

″
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この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや 
環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のた 
めに使われます。 

              

                 　
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
 

た
方
に
、
そ
の
取
得
ご
と
に
一
度
だ
け
納
め
て
 

い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。
 

　
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
で
、
取
得
 

し
て
か
ら
３
年
以
内
（
平
成
　
年
３
月
　
日
以
 

前
に
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
２
年
以
内
）
に
 

そ
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
と
き
な
ど
に
は
、
 

住
宅
用
の
土
地
の
税
金
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
 

り
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
 

て
減
額
す
る
も
の
で
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
 

わ
れ
る
方
は
、
次
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
　
不
動
産
取
得
 

 
税
係
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

                 　
こ
の
講
座
は
、
難
病
 

患
者
や
そ
の
家
族
を
地
 

域
で
支
援
し
て
い
た
だ
 

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
 

成
す
る
講
座
で
す
。
 

 
な
お
、
受
講
料
は
無
 

料
で
す
。
 

▼
日
時
 
９
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
〜
午
後
 

　
３
時
 

▼
会
場
 
会
津
若
松
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▼
募
集
人
員
 
　
名
 

▼
募
集
期
間
 
９
月
　
日
（
金
）
ま
で
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 
健
康
増
進
グ
ル
 

 
ー
プ
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
５
０
８
 

                  
県
で
は
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
「
道
づ
 

く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
新
た
な
道
路
計
画
を
 

策
定
し
ま
す
。
 

 
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
 

か
ら
の
課
題
や
要
望
と
い
っ
た
意
見
を
募
集
し
 

ま
す
。
 

 
現
在
、
計
画
策
定
の
た
め
の
懇
談
会
を
開
催
 

し
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
 

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
意
見
 

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
道
路
建
設
課
 

 
　
０
２
４
│
　
│
７
４
７
１
 

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.pref.fuku 

　shim
a.jp/douken/index.htm

521

　総務省では、10月１日現在で就業構造 

基本調査を実施します。 

 

　調査の対象は、全国の世帯のうちから 

統計的手法により選定した約44万世帯に、 

ふだん住んでいる15歳以上の世帯員約105 

万人です。 

　この調査から得られるデータは、国や 

県が実施する雇用、失業対策などを企画、 

立案する上で重要な指標として利用され 

ます。 

　統計調査員が調査票の記入のお願いに 

伺った際には、ご協力をお願いします。 

 

【問い合わせ先】 

　企画調整課　　45－４５３６ 

11

31

29

29

13

30 26

10
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近
年
、
「
過
労
死
」
等
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
　
月
に
脳
・
心
臓
疾
患
に
対

す
る
労
災
認
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

　（
財
）労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
委
託
を
受
け
て
、
仕
事
の
疲
れ
や
ス
ト
レ

ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る
「
過
労
死
」
等
に
関
す

る
労
災
認
定
の
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

▼
時
間
 
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

 
な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
料
は
無
料
 

で
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　（
財
）労
災
年
金
福
祉
協
会
 

 
　
０
１
２
０
│
　
│
１
１
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

     
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、
次
の
日
程
で
、
 

み
な
さ
ん
の
職
場
の
中
で
お
き
て
い
る
賃
金
や
 

労
働
条
件
等
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
 

つ
い
て
、
出
張
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
労
働
者
、
 

使
用
者
を
問
わ
ず
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
 

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
 

れ
ま
す
。
 

▼
日
時
 
　
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
　
分
 

　
〜
５
時
 

▼
会
場
 
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
　
 

　
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
 

 
こ
の
ほ
か
、
労
使
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
る
相
談
 

を
来
所
や
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
 

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
 

 
 
０
２
４
│
　
│
７
５
９
４
 

　
電
子
メ
ー
ル 

　
　local-lab@

pref.fukushim
a.jp 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.pref.fukushim

a.jp/ 

　
　chiroui/ 

    

●
自
然
と
つ
き
あ
う
 

▼
内
容
 
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
、
環
境
問
題
 

 
な
ど
を
理
解
し
、
自
然
と
の
共
存
に
つ
い
て
 

 
考
え
る
講
座
で
す
。
 

▼
講
師
 
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
 

 
 
 
 
篠
 

原
　

　
徹
 
教
授
 

▼
日
時
 
９
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
　
分
 

　
〜
３
時
　
分
 

▼
会
場
 
同
大
学
部
 
　
教
室
 

 ●
人
間
と
自
然
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
 

▼
内
容
 
私
た
ち
が
自
然
と
ど
う
か
か
わ
り
あ
 

 
い
、
地
域
社
会
を
生
き
て
い
く
こ
と
が
求
め
 

 
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
講
座
で
す
。
 

▼
講
師
 
東
京
農
工
大
学
農
学
部
 

　
　
　
　
鬼
頭
秀
一
教
授
 

▼
日
時
 
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
　
分
 

 
〜
３
時
　
分
 

▼
会
場
 
同
大
学
部
 
　
教
室
 

 
な
お
、
両
講
座
と
も
当
日
会
場
で
の
受
付
と
 

な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
大
学
短
期
大
学
部
 
学
生
係
 

 
　
０
２
４
２
│
　
│
２
３
０
１
 

◆日時　９月27日(金) 
　　　　午後１時～４時30分 
◆場所　喜多方プラザ文化センター 
　　　　大ホール 
◆内容 
　■基調講演（自然と雪氷エネルギ 
　　ーの利活用を紹介） 
　　室蘭工業大学　媚山政良　助教授 
　■パネルディスカッション（専門 
    　家と住民代表で会津地方での自 
   　 然エネルギー活用の方向性を探 
    　ります） 
　■フリーイラストコンテスト（小 
    　中学生から募集した未来のくら 
    　しイラストコンクールの表彰） 
◆入場料　無料 
 
【問い合わせ先】 
　県喜多方建設事務所　建築課 
　　０２４１－24－５７２７ 

12
30

28

30

310

30

12
37

1030

310

30

10

30
90

603

521
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小　俣　アキノ（80）健　仁　母　9町内2 
山　口　イツヨ（91）貞　二　母　森　野 
平　野　新　伍（91）良　藏　父　下野尻 
貝　沼　ノ　ブ（82）　修　　母　荒　木 
佐　藤　司　郎（64）政　久　弟　高　目 

山　口　伸　一　　下小屋 
上　田　千賀子　　井　谷 
 
西　形　信一郎　　芝　草 
田　部　久　絵　　磐梯町 

ま 

りょう 

り 

ひかる 

いち 

たく 

あい 

た 

二　瓶　拓　磨　　良介・友美　　芝　草 
 
須　藤　　　諒　　修・智子　　　松　尾    
 
折　笠　愛　莉　　文信・みゆき　西林東   
 
長谷川　　　光　　雄二・由美子　軽　沢 
 
武　藤　太　一　　勝博・恵子　　上野尻 

〈敬称略〉 

◆日時　９月 6日（金） 
　　　　　　27日（金） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

9月10日（火） 納期限 

9月30日（月） 納期限 

○国民健康保険税第３期 
○介護保険料第４期 
○ケーブルテレビ使用料 

　
暑
さ
も
よ
う
や
く
落
ち
つ
き
、
過 

ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
暦
の
上
で
は
、
中
稲
の
開
花
期
と 

さ
れ
る
二
百
十
日
も
過
ぎ
、
早
い
と 

こ
ろ
で
は
間
も
な
く
稲
刈
り
が
は
じ 

ま
り
、
み
の
り
と
収
穫
の
秋
を
迎
え 

ま
す
。 

　
秋
は
、「
夜
長
」
、「
食
欲
の
秋
」、 

「
読
書
の
秋
」
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」 

な
ど
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

　
新
し
い
西
会
津
中
学
校
で
、
読
書 

や
運
動
を
す
る
と
い
う
の
も
よ
い
の 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

人　口　　９，２８１人　　　＋　１人 
　男　　　４，５１０人　　　＋　５人 
　女　　　４，７７１人　　　－　４人 
世　帯　　３，００９世帯　　＋　５世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
（０２４１）　福田耳鼻咽喉科医院 
会津若松市‥高　　沢　　医　　院 
（０２４２）　わたなべクリニック 
　　　　　　米　　山　　眼　　科 
 
喜 多 方 市‥有　　隣　　病　　院 
（０２４１）　星　　　　医　　　　院 
会津若松市‥信循環器科内科クリニック 
（０２４２）　いとう子どもクリニック 
　　　　　　こばり耳鼻咽喉科クリニック 
 
喜 多 方 市‥入　　澤　　病　　院 
（０２４１）　佐　　原　　病　　院 
　　　　　　三浦産婦人科医院 
会津若松市‥荒川胃腸科内科クリニック 
（０２４２）　森 田 小 児 科 医 院 
　　　　　　遠 藤 皮 膚 科 医 院 
 
喜 多 方 市‥県 立 喜 多 方 病 院 
（０２４１）　み つ は し 医 院 
会津若松市‥さいとう内科胃腸科クリニック 
（０２４２）　さ とう小児科医院 
　　　　　　鏡 渕 外 科 胃 腸 科 
 
喜 多 方 市‥小　　野　　病　　院 
（０２４１）　山 田産婦人科医院 
会津若松市‥遠山胃腸科内科医院 
（０２４２）　浜 崎 小 児 科 医 院 
                　　入澤泌尿器科内科クリニック 
 
喜 多 方 市‥鳴　　瀬　　病　　院 
（０２４１）　渡 辺 小 児 科 医 院 
会津若松市‥ク リ ニ ッ ク 高 谷 
（０２４２）　いいづかファミリークリニック 
　　　　　　七 日 町 クリニック 

西 会 津 町 
会津若松市 
 
会津坂下町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
会津高田町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
柳　津　町 
会津若松市 

補 生 堂 歯 科 
石　田　歯　科 
 
渡　部　歯　科 
瓜　生　歯　科 
 
物　江　歯　科 
遠藤（秀）歯科 
 
渡　部　歯　科 
遠藤光雄歯科 
 
山田あつし歯科 
大　竹　歯　科 
 
二　瓶　歯　科 
おおほり歯科 

（０２４１）４５－４１８８ 
（０２４２）２２－２２６２ 
 
（０２４２）８３－２１３２ 
（０２４２）２２－２８１８ 
 
（０２４１）２３－１６６１ 
（０２４２）２６－８２１０ 
 
（０２４２）５４－２２５４ 
（０２４２）２４－２７９９ 
 
（０２４１）２１－１８４６ 
（０２４２）２２－３８３５ 
 
（０２４１）４１－１８８０ 
（０２４２）２５－１１１０ 

２４－３３３３ 
２４－４１８７ 
２２－２７９０ 
２４－０５０６ 
２７－０８６２ 
 
２４－５０２１ 
２２－０００５ 
３２－０２０２ 
２７－４６０１ 
２９－０８００ 
 
２２－０２６７ 
２２－５３２１ 
２２－０２９３ 
３２－２２０１ 
２７－７６８６ 
２７－０８８３ 
 
２２－２１８１ 
２１－１３１１ 
３８－３７１７ 
２４－０８３０ 
２７－３２２５ 
 
２２－０４１４ 
２２－６３００ 
２４－８９１１ 
２７－０９５１ 
３８－３７１１ 
 
２４－３３３３ 
２２－３１３３ 
２７－３６８０ 
３２－３３３０ 
３２－２４１１ 

9月8日 

15日 

16日 

22日 

23日 

29日 

9月8日 

15日 

16日 

22日 

23日 

29日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 


